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ク ロ モ の 染 色 体

東京大学理学部の植物学教室は私がいたころはは 

じめは小石川植物園の中にあったむかしの"青長屋” 

の建物とかで古い平屋であった私たち学生の室と先生 

がたの室とはとなりあわせていた私ども形態学専攻学 

生の指導教授は藤井健次郎先生であった私たち卒業期 

の学生はそれぞれ研究課題をあたえられてスライドガ 

ラスをガチャガチャさせながらそれぞれなんとかすす 

めていた私はオオマツヨイ ゲ •^Oenothera Lamarakiana 

をしらべよといわれたこの植物はドフリス l i ig o d e  

V r i e s が研究して進化の“突然変異説”をとなえた根 

拠となったものであるいったいなにをしたらよいのか

私はすっかりまごついた

こんなことが縁故で私はこの植物群にしたしみをも 

つようになったそして染色体をしらべたりしたその 

中に水草もあったたとえばミズキンバイ fussieua 

re pensは 水にもぐって生活しなくても“野外沼沢の 

水中に生ずる”(牧野図鑑）多年生草本であるこの植物 

の花粉発生をみたころはアカバナ科O enotheraceaeに 

は 8 属で染色体がわかっており n = 7, 9 ,11,14,18 

であったミズキンバイは n = 8 で新たな数を加えた 

1932年に文部省海外研究員として私はイギリスでは

London 大学 Kingfe College のゲイツR. R.Gates 教授 

の研究室に籍をおいたゲイツ先生は藤井先生の友だち 

で Oenothera属の突然変異と細胞学的研究の本を著わし 

てドフリフ学説を支持された

つぎに性染色体に関しては動物ではまえから多くの

篠 遠 喜 人

研究があり明らかにされていたが植物ではアレン 

C.E.AUen ( 1 9 1 7 )がコケではじめてたしかめたぐらい 

で あ っ た 1912年になって日本はじめ 4 か国の研究 

者がちがう植物の性染色体を報告し 19 2 3 年は 

植物の性染色体研究史に特筆すべき年となったサント 

スJ.K .Santos (フィリピン）は 水 草 の Elodea gigantea 

で X Y 型を木原均・小野知夫はスイ バ Rumex acetosa 

でYi XY2 型をブラックバーン PLB.Blackburn (英）は 

ヒロハノマンテマM e  landrium a l b u m でX Y型を 

ウインゲ0. Wing5 (デンマーク）は ホ ッ プ H u m u l u s

l u p u l u sやヒロハノマンテマでX Y 型をそれぞれ報 

告した

これらの発見にたいして藤井先生は重要とみとられ 

てまずスイバで追試を私に課せられたそこで私はス 

イバの性染色体についての木原•小野の研究を追認し 

さらに花粉粒に染色体7 と 8 とをもつ2 種類のあること 

をみとめたこのことが機縁となってか植物の性染色 

体をさぐることになりその結果をまとめて1929年に 

キト ロ ギア Cytologia Vot 1 Na 2 : 109 — 191.にのせて 

これが学位論文となった

この報文のなかにクロモの染色体のことが加わって 

いるここではクロモの性染色体の型は X Y としてあ 

るがじつはクロモにはたして可視的な染色体がある 

の か X Y 型であるのかまだはっきりしない点がある

そこでここにこれをしるして水草研究会のみなさ 

んのご協力をえたいしだいである
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小石川植物園に教室があったころ清原全博士が 

クロモを用いて色素体の研究をしておられ各地からの 

クロモが水鉢にいれられ生育していたそこでそれら 

の植物を使ってふたりで花粉の発生や染色体の研究をは 

じめたそのときの結果は不完全であったが予報した（ 

1928) 'このさいの植物は東京市内下練馬鴻ノ台

などで採集されたものそはじめしらべたのは雄植 

物だけであった• 根では染色体は2n=24で あ り 大 小 2 

組ある花粉母細胞の減数分裂では 1 個の不等対があ 

り こ れ が X Y 型の染色体と推定されるという結果をえ 

たしかし雌株をみていないのでたしかではないちな 

みに f i /o r fe aは 2n=48である

そこで私はそのごこれをさらにたしかめたく 夏のお 

わりに蒲田に新しくクロモの採集にいったすこし時季

がおそく花をつけた雄株だけを採集した現地で花 

と根とをカルノア液その他で固定してかえった実験 

室で生のツボミをアセトカーミンで観察もしたす 

ると意外なことに減数分裂では8 個の 2 価 染 色 体 根  

では 2n = 1 6しかみえない 16は大3 対 中 2 対 小  

3 対_となるこの新L いクロモは2.倍体でありまえ 

にみていたのは3 倍体ということになる

さて私のお願いというのはみなさんの住んでお 

られるところにあるクロモをほんのすこしでも送 

っていただきたい原田先生にもすでにお願いした 

今私の手元に生育しているクロモは近ごろのもので

まだ染色体はみていない私はむかしみた2 倍体を

もういちどほしいと願っているしだいである 

一水草研究会名誉会員一

バ イ オ マ ス 資 源 と し て の ウ キ ク サ

はじめに

エネルギーの根源を，ほとんど石油に依存している現 

代社会は，石油•石炭などの化石燃料が，いつの日か， 

枯渴してしま$ ことを悟っている。また一方では，地球 

にふりそそぐ太陽のエネルギーは膨大なもので，今後， 

何百億年の間，地球はその恩恵に浴せるであろうことを 

知っている。それ故，私たちがもっと積極的に多くの太 

陽エネルギーを利用できないだろうかと考えるのは当然 

であり，近年，太陽熱発電•太陽光発電や太陽熱冷暖房 

■ •給湯システムなど太陽エネルギ_利用の技術開発や研 

究が，多くの人々の注目を集めてきている。

ところが，この地球上で，人工的な特別の設備を必要 

とせず，最も有効に太陽エネルギーを利用する術を持っ 

ているのは，光合成を営む植物である。この術がいかに 

すばらしいかは，人工的に，水と二酸化炭素から糖やデ 

ンプンをつくろうとした時，頭に浮かぶ設備や工程の複 

雑さを考えると理解できる。 しかし，植物がどんなに巧 

みに太陽エネルギーを利用しているとしても，地球上に 

生活する海や陸のすべての植物が利用している太陽エネ 

ルギーは年間に6.9 x 1〇17 t e a l ぐらいと試算され，一 

年に地表に到達する太陽エネルギーの総量6.0 x 1〇20 

k c a lのわずかに 0 .1 2劣にすぎない。

田 中  修

(京都大学農学部応用植物学教室） 

バイオマス資源植物

そこで，太陽エネルギーをもっと積極的に多くの植 

物に利用させて，地球上の植物による総光合成量を増 

大させ，植物体内に光合成産物の形で太陽エネルギー 

を捕えさせようという考えが生まれ，そのための栽培 

対象となりうる植物が，バイオマス資源植物と呼ばれ 

ている。広い意味では，太陽エネルギーを使って光合 

成を営むすべての植物がバイオマス資源と考えられる 

が，太陽エネルギーを効率的に利用するという観点か 

ら ， バイオマス資源となりうる植物には，いくつかの 

条件が必要になってくる。

たとえば，栽培地の問題であり，わが国のように耕 

地面積の増加がほとんど望めない条件下にあっては， 

第一義的に考慮されねばならない。次に単位面積あた 

りの生産性が高いことであり，栽培地の問題と密接な 

関係を持っている。また，栽培コストの低さも必須で 

あり，その植物の利用価値なども重要な声因となって 

くる。石油の成分とよく似た炭化水素をつくるため， 

「石油をつくる植物」と言われるホルトソウやユーカ 

リ，アルコール燃料を取り出すのにブラジルなどで盛 

んに栽培されているキャッサバなど，すでに知られて 

いるバイオマス資源植物は，これらのいくつかの条件
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